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理学部の改組・拡充を振り返って　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
篠
　
原
　
 彌
　
一
（理学部一期生）
 　　
第
50回関西学院史研究会
　
（二〇一八・七・二〇）
Ⅰ、始めに　
理学部は、一九六一年四月に、関西学院創立七〇周年記
念事業の一環として創設された関西学院大学で唯一の理系学部である。物理学科と化学科の二学科で構成され、入学定員はそれぞれ五〇名であった。こ 理 部は、科学技術の目覚ましい進歩の波に乗って、小さいながらもその特性を生かし、 順調に発展を遂げてい 関西学院大 では、一九八〇年代中頃から、科学技術教育の充実と拡大の必要性が強く認識されるよう なり、とりわけ急速 発展していく情報科学と生命科学の分野の拡充を含め 理 部拡充の議論がなされるようになった。 こ ような動きの中で、理学部がその将来の姿を模索し、改組と拡充の計画を推進
した道程を振り返るのがこの小文の目的である。　
この計画が議論された一九八〇年代中頃から二〇〇〇年
代初めの時期は、文部省が学部や学科の新設・拡充に厳しい制約を設けていた いわゆる原則抑制の時代である。理学部は、数々の制約の中 法人や大学の理解と支援を得ながら、二〇〇一年夏に神戸三田キャンパスに移転を行い、二〇〇二年四月に情報科学科と生命科学科を増設し、理工学部として新し スタートを切っ 。二〇〇二年は、理学部が現在の九学科、一学年七〇〇人を擁する逞しい理工学部に変わって行くターニング・ポイントになった年である。　
ここでの話は、主に一九八五年頃から二〇〇二年ま
での大学評議会の記録をたどりながら書くこと する。二〇〇〇年四月に私が理学部長に選ばれた頃は、神戸三田
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キャンパスの開設と総合政策学部の創設が行われた神戸三田キャンパス第一期整備に続いて、理学部の移転と改組・拡充の計画を含んだ第二期整備が進行していた時期である。第二期整備について、法人、大学、総合政策学部、理学部、事務担当者が席を一つにして協議を重ねる会議が、建て直される前の古い大学本館 一室で毎週粛々と持たれていたのが強く印象に残っている。当時の関西学院に って理学部の改組と拡充は、開設後間がない神戸三田キャンパスの発展と結びついて、多くの人々 巻き込んだ一つの大きなプロジェクトであったことを改めて思 起こ いる。Ⅱ、理学部の創設と発展
　
―技術革新の時代―
　
関西学院で理学部の創設が計画された一九五〇年代後半
は、日本だけでなく、世界的に理工系分野 学部の新設・拡充が行われた時代であ その背景 一つは、一九五七年一〇月四日にソヴィエト連邦によって打ち上げられた人類史上はじめての人工衛星スプートニク一号に象徴される、一九五〇年代後半に始まる世界的な技術革新競争である。二つ目は、第二次世界大戦後の日本経済 発展を促す
ために、科学技術の力を生かして優れた製品を生産し、それを輸出することによって日本の経済力を高めていこうとする日本固有の事情によるものである。この政策は国民所得倍増計画として成功をおさめるが、そのためには理工系分野の人材を多数必要とすることになり 日本国内の多くの大学で理工系学部の新設や拡充が行われ、理工系学生急増が図られた。　
このような世界的な流れの中で、関西学院は一九五九年
七月九日の理事会および七月二〇日の法人評議委員会において、一 六一年四月に理学部を開設するこ を決定した。理学部設置の責任者の任を担われた は大阪大 理学部教授であった仁田
 勇
 先生 （一八九九
―
一九八四） である。
仁田先生は一九六〇年四月に大阪大学 学部 定年退職され、大阪大学名誉教授になられる 、そ と同時に関西学院大学教授に就任し、 理学部開設の準備 心血を注がれ 。結晶化学の先駆者として世界的に著名な先生は、一九三一年の大阪帝国大学設立に際して創設委員として同部の新設に参画され、一九三三年四月 大阪帝国 学理部教授に就任された。大阪大学で 帝国大学の時代を含めて二度にわたる理学部長を初め、 数々の重責を担われた。関西学院に在職中の一九六六年一一月には、 「化学構造
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Ｘ線的研究」で文化勲章を受章された。先生は、豊かな学識と経験をもとに、関西学院七〇年の伝統にふさわしい理学部の創設を念頭に置き、全国的に理工系学部の設置と拡充が盛んに行われていた状況下で理系教員が不足する中、優れた教授陣の獲得に力を尽くされた。　
理学部の学科としては、社会的要請が高かった物理学科
と化学科の二学科がおかれ、物理学科においても数学の研究ができ、化学科においても生物学の研究ができるようカリキュラムに工夫がされた。後に、数 傾斜コース、生物学傾斜コースとよばれるものである。研究面では、財政的な観点や卒業生が社会に進出するとき 企業との繋がりを考え、物性分野に特色が置かれた。三〇人に少し足りない教員と一学年一〇〇人の学生で、自然科 の基礎を重視する教育と研究が行われた。仁田先生を中心とした数人の経験豊富で、 人望に溢れた長老的存在の先生方 、 エネルギッシュな中堅・若手の先生方とが調和しあい、教育と研究が賑やかに行われていた が我々学生 も感じ取れた。創設時より、一人の教員が四名ほどの学生の担任 なり 生生活について相談にのったり、指導を行う担任制が導入され、家族的な雰囲気が強い学部であった。我々学生も、特に私のような一期生は上級生がいないこともあり、何 か
もが初めての自由な雰囲気を楽しむことができた。先生方は教育・研究に熱心であったが、それだけに厳しく、三年生から四年生の卒業研究に進級するときの留年率の高さは、理学部 一年の歴史を通して変わることがなかった。　
一九六五年四月に理学研究科修士課程（物理学専攻、化
学専攻それぞれ一〇名）が設置され、一九六七年四月に理学研究科博士課程（物理学専攻、化学専攻それぞれ五名）が設置され、理学部創設の時期 終えること る。　
一九六〇年代終わりから一九七〇年代初めにかけて、大
学紛争の厳しい時代を経験するが、その後は再び教育・研究活動に活発に取り組み、大学院進 者 多く 科 費や文部省の研究助成など、外部からの研究資金 積極的 獲得した。しかし、そのための研究スペースの確保が深刻化した。一九八一年九月三〇日に、創設時から 生に親しまれてきた、かまぼこ屋根の実験棟にかわって新実験棟（理学部新館）が関西学院教育研究施設整備充実計画の一環として建設された。これで スペース 問題は一息つくが、しかし、 ばらく つと建物の狭隘化は再び深刻な問題となっていった。　
一九八二年一一月二日に、山田科学振興財団から、山田
科学振興財団創立五周年記念事業として関西 院へ高性能
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の分子線エピタキシ装置
 ＭＢＥ（一億七千万円）が寄贈
され、全国の諸大学及び研究所等との共同研究施設として新実験棟の地下一階に設置された。これを契機にこれまでのＸ線やＮＭＲを中心とした研究に加えて、ＭＢＥを用いた新しい研究がスタートした。　
自然科学の成果は我々の日常生活に加速的に多くの変化
をもたらした。半導体、液晶、誘電体など物性分野の研究は我々の日常生活に欠かせないものとなり、 卒業生は企業研究所、教職をはじめとして幅広 分野で活躍し、高い評価を得ていった。入学志願者も増加を続け、 九九一年度入試におい 、第二次ベビー・ブームの影響もあり、理学部志願者数は三、 六八八名とピークを迎えた。　
この頃から、コンピュータの高速化やパソコンの普及に
より、情報分野での人材不足が深刻になり、一〇〇人 入学定員ではその要請 応えられなくなっていった。 らに、インターネットやモバイル通信の急速な発展 ともな 、情報科学の専門的で高度な能力 備えた人材の育成が求められるようになった。それととも 、 生命科学分野も医学薬学、農学などの分野と関連して、めざましい発展を遂げるようになり、その充実・拡充が急務となった。
Ⅲ、理学部拡充計画のはじまり
　
―大学将来計画委員
　　
会答申―
　
理学部の拡充が関西学院大学の中で初めて議論されたの
は、一九八五年三月六日に大学評議会に設置された関西学院大学将来計画委員会においてである。当時の理事長が兵庫県から北摂土地（現在の神戸三田キャンパス）を購入する計画を推進したことに対し、大学は上ケ原キャンパスを拠点とする将来像を検討するため この委員会を設置した。日本では自然科学の基礎的な教育と研究を担当する理学部及びその学生数が工 部に比べて少ないこと、社会が数学や生物学の専攻者を理学部創設当時 は比較にならない重みをもって必要としてい ことなどを理由 、一九八六年七月一日に学長に提出された将来計画委員会答申に次 ような理学部の拡充計画案が盛り込まれた。　
１．物理学科及び化学科に含まれている数学傾斜コース
と生物学傾斜コースを数学科、生物学科として独立させ、物理学科、化学科と合わせて理学部本来の四本の柱を確立させる。
　
２．このことにより、これまで理学部発展の中心となっ
てきた物性分野の基礎研究を一層充実させるととも
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に、各種機能素材の開発・応用研究まで含めて特色ある新学科として応用理学科を増設する。
　
３．増設する三学科の入学定員はそれぞれ五〇名。
　
　
大学将来計画委員会と同時期に理学部内に設けられた将
来計画・理学部委員会は、学生や社会のニーズ、産学共同、入試ＰＲや卒業生の就職などの観点から、数理科学科、生命工学科、物質工学科を増設して理工学部とする案を、一九八五年九月と一九八六年七月の教授会に報告した。大学将来計画委員会は、この理工学部案に対しても私立大学としての財政的基盤、大学設置基準、立地条件、増設規模の問題や期待される教育・研究の質の問題等を含めて比較検討をおこない、理学部として拡充する案に至った経緯を答申の中で述べて る。　
さらに、一九八九年一一月六日に提出された大学将来計
画委員会（第三期）答申では、関西学院が二一世紀を見据えて発展していくためには理 部の拡充が不可欠であり、『土地と財政の許す限り』において早期実現を目指して取り組むべき課題であると位置づけ、理学部案、理 部案を含めて早急に検討するこ を促した。　
ここで言われている『土地』 ついては、関西学院大学
は従来から文部省より校地面積が不足しているとの指摘を
受けていた。北摂土地の購入計画が進められたのも、このことが一つの要因にあった。一九八九年六月七日に校地面積について文部省に確認した結果、一九八五年に校地面積に関する大学設置基準の緩和措置が行われたことにより、関西学院大学の校地面積は設置基準に対して約一万坪の余裕があることが判明した。しかし、この緩和措置は既存の学部・学科に対して適用されるも であり、新学部の設置や学科の増設、あるいは定員増に対しては適用されないこと、また、現在の定員枠内で 科増設については検討の可能性があること 明らかになった。　
一九八九年一二月に理学部内に将来計画検討の委員会が
設置され、一九九〇年七月には大 に新 部設立委員会と理学部学科増設検討委員会が設置されたが、校地面積の問題がネックとなり、理学部の拡充について大きな進展は見られなかった。　
関西学院は一九八九年三月三一日に北摂土地を購入した
が、この土地の利用を巡っては法人と大 の間で意見調整に時間を要した。関西 院創立一〇〇周年を契機 、当時の学長と理事長が退任して人心を新たにし 新理事長と大学と 間で意見交換 行われた。大 は、一九九一年三月一五日の大学評議会において、北摂土地の校地としての利
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用を考えることもやむをえないと判断し、北摂土地を有効利用することを決めた。そして　
１．北摂土地に、文系及び理系の各一学部を設置する方
向で検討する。
　
２．まず、文系学部をできるかぎり早く設置することを
考えるが、設置申請の手続上、それは早くて一九九五年になる。
ことを決定した。 このとき設置が決定された文系一学部は、その後、総合政策学部として一九九五年四月に開設され、北摂土地は神戸三田キャンパス よばれることになる。Ⅳ、理学部学科増設検討委員会答申
　
―理学部拡充計
　　
画の方向性を決める―
　
総合政策学部の設置に目途が付き始めた一九九三年
一〇月一日の大学評議会において、大学第二次中期計画（一九九三年度から一九九八年度）が決定され、その中に、理学部情報科学科の設置計画が盛り込まれた。既存の理学部数学系教員四名を母体とし、情報処理研究センターからスタッフおよび施設・設備面での応援を得て理学部情報科学科（入学定員五〇名）を開設する計画案であった。
　
一九九四年二月一八日の大学評議会において、大学第二
次中期計画として策定された理学部学科増設計画を推進するため、理学部案もその検討課題としながら、それにとらわれずに広い視野で理学部 拡充・強化を検討することを目的に理学部学科増設検討委員会（委員長
 寺内
 暉
 理学部
教授）が設置された。この委員会は精力的に会合 重ね、一九九五年三月二七日の大学評議会に次の四項目からなる答申を提出した。　
１．
 理学部の増設学科は、 神戸三田キャンパスに開設し、
同時に既存学科も神戸三田キャンパスに移転する。この新理学部を、一九九一年 月一五日の大学評議会で決定された理系学部と位置付ける。
　
２．増設する学科は、数理情報学科（入学定員八〇名）
と生命科学科（入学定員五〇名）とする。
　　
（１）数理情報学科には数理科学、情報システム、知
能情報の三つの教育研究分野を設ける。教員一四名（数理科学系五名、情報科学系九名）
　　
（２）生命科学科には、生体機能、生体高分子構造、
生体情報、生体エネルギーの四つの教育研究分野を設ける。教員一二名
　
３．数理情報学科の開設および既存学科（物理学科、化
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学科）の移転は一九九九年四月を目指す。
　
４．生命科学科の開設は二〇〇一年四月を目指す。
　
この答申は一九九五年四月七日の大学評議会で承認さ
れ、これから始まっていく理学部拡充計画の骨子となり、理学部の方向性を決めることになる。この答申の中での大きな決定の一つは、新理学部を神戸三田キャンパスに設置するということであった。校地面積についてはその後も文部省の見解に変わりがなく、理学部が望んで た定員増を伴う拡充を行う は、この問題が大きなハードルとして横たわっていた。さらに、一九九三年度以降の大学設置に関する審査の取扱方針では、収容定員増は原則として抑制であるが、情報など特別の人材養成に係るもので、特に必要と認められるものは抑制 例外の取り扱いになるとされいた。しかし、例外条項に該当する場合でも、工場等制限区域等における申請は抑制とされた。大学の校地はに含まれ、西宮市の場合、工場等制限区域 市域 部であるが、その中に上ケ原キャンパスが含まれて た。数理情報学科を抑制 例外の取扱となるよう 計画で たとしても、上ケ原校地では収容定員の純増を は極めて困難な状況であった。　
数理情報学科と生命科学科の増設時期をずらしているの
は、二学科を同時に増設すると学部を新設する扱いとされる可能性が高く、自己資金の問題、審査期間の長期化、審査項目の増加等が予測されることに配慮したものであった。この委員会の答申では、数理情報学科は抑制 例外による収容定員の純増を計画していたが、生命 科設置のための定員増の方策については触れられていなかった。　　　　　Ⅴ、理学部学科増設検討委員会 の具体化
　
―大学
　　
新構想の推進―
　
理学部学科増設検討委員会の答申は、理学部の拡充計画
に大きな方向性を与えた。こ 答申を具体化して くために、一九九五年一一月二四日の大学評議会で、理学部移転・学科増設及び新学部構想検討委員会（委員長
 小西
 岳
 理学
部教授）が 置された。この委員会の目的は、理学部学科増設委員会答申の具体化と、関西学院大 文系学部の情報教育を充実させるため、神戸三田キャンパスに 中心の総合的な情報関係学部を設置すること であった。しかし、文部省との事前折衝の過程で、　
１．臨時的定員増の解消の問題と二〇〇〇年度以降の設
置審査基準についての方針が明確でない。
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２．文系の情報関係学部については、学生収容定員の純
増は今後認められなくなる公算が大きい。また、文・理混合型の設置経費を要求される可能性が高い。
ことなどが判明した。そのため、理学部移転・学科増設及び新学部構想検討委員会は一九九六年七月一二日の大学評議会に、 生定員純増による構想の実施が困難であるという中間報告を提出した。　
臨時的定員増は、一八歳人口が一九九二年にピーク
（二〇五万人） に達することを踏まえ、 期間を限った定員 （臨時的定員）増による量的充実を図るために打ち出された政策である。この臨時的定員増の制度に則り、関西学院大学は一九九二年四月に全学で四六五人の臨時的定員増を行い、理学部は物理学科五〇人を に、化学科五〇人を六五人に増員した。この措置は一九九九年までとされ、当初は、 二〇〇〇年度以降は解消するとされていた。しかし理学部移転・学科増設及び新学部構想検討委 会が文部省と折衝を始めた頃に 、臨時的定員増を べて解消するのではなく、その半数までをそれぞれの大学 おける学部・学科の新設や改組転換などの新しい構想計画に活用したり、既存学部・学科の定員増に活用することを認めるような方向に変わっていきつつあった。
　
また、収容定員増の抑制の例外の取り扱いとされた「情
報」も、社会科学系の情報分野や数学と合わせた内容の情報分野が例外の取り扱いと認められなくなり、工学的の情 に絞られていった。　
このような状況を鑑みて、一九九六年一一月二九日の大
学評議会において、理学部移転・学科増設及び新学部構想検討委員会を一一月三〇日付で解散し、新たに大学 構想委員会（ 長
 小西
 岳
 理学部教授、担当副学長）が設置
されることになった。この委員会で検討される大学新構想は、神戸三田キャンパス みを視点 置く ではなく、上ケ原キャンパスも含めた関西学院大学全体の教育研究活動に寄与するものであり、二一世紀 ふさわしい情報と環境を見据えたものでなければならないとされた。理学部の転と学科増設については　
１．理学部に二学科を増設することを前提に、理学部を
神戸三田キャンパスに移転する。なお、 移転の時期は、二〇〇〇年四月開設を目処として、今後検討する。
　
２．移転と同時に一学科を増設し、次の一学科増設の時
期を可能な限り早めるよう努力する。
とされた。また、大学新構想 推進するために、法人 大学の合同委員会として 新構想推進委員会が設けら
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た。　
理学部の拡充には、理学部の収容定員増が不可欠であっ
た。 新しく増設する情報系の学科は工学的内容の学科とし、抑制の例外による純増を目指した。工学的内容の学科を増設することに伴い、理工学部へ改組する計画となった。しかし、それだけでは収容定員の増員は十分でなかった。当時の理学部長
 直野
 博光
 教授は、理学部選出の大学評議員
 
寺内
 暉
 教授とともに各学部長を回り、臨時的定員増の恒
常化定員枠を の改組に活用させてもらえるよう協力をお願いされ、各学部長からは好意的な回答があった。　
また、直野学部長は、理学部改組の計画について理学部
同窓生からも意見を徴するため、理学部長の諮問機関として、理学部同窓生で構成され
A
dvisory C
om
m
ittee を設
置し、一九九八年三月一一日に第一回会合が開かれた。A
dvisory C
om
m
ittee は、その後、外部の委員も参加する
ようになり、開催は不定期であるが、理工 の将来計画について広く意見を聞く機能 果たしている。　
大学新構想委員会は、臨時的定員増の恒常的定員化に対
する取り扱いをめぐり、理学部移転・学科増設及び新学部構想を含む関西学院大学全体の新構想の推進に生かしていくことを検討し、一九九七年三月二七日の大学評議会に次
の大学新構想委員会第一次提案を提出する。　
１．二〇〇一年四月に次の二つの計画を実施する。
　　
（１）理学部を神戸三田キャンパスに移転し、理学部
を理工学部（三学科構成）へ改組する。
　　
（２）総合政策学部に一学科増設する。
　
２．臨時的定員の取り扱いについては
　　
（１）臨時的定員の終期は一九九九年度までであるが、
可能な限り延長する。
　　
（２）二〇〇一年度に次の通り臨時的定員（四六五人）
の恒常的定員化（最大人数二三二人）をはかり、
　　　
①大学新構想計画の学部・学科の新増設、改組転換
等に活用する。
　　　
②既存学部・学科の定員増に活用する。
　
一九九七年五月二日の大学評議会で、この大学新構想委
員会第一次提案を神戸三田キャンパスにおける大学新構想とすること及び二〇〇一年度に臨時的定員の恒常的定員化をはかり、理学部の理工学部への改組転換並びに総合政策学部の学科増設に活用することが承認された。そして、この大 新構想を検討するために、 整備委員会のもとに理学部改組転換検討部会（委員長
 小西
 岳
 
理学部教授）が設置された。一九九七年一二月五日の大学
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評議会において、臨時的定員の恒常的定員化可能数二三二人については、二〇〇一年度から神戸三田キャンパスの理工学部物理学科に四三人、化学科に四三人の計八六人とすることが承認された。このことにより、理学部拡充の道が開かれることになった。　
一九九八年二月一三日の大学評議会で、計画中の理工学
部新学科（情報 関係）の開設準備のため、一九九八年度から開設までの間、理学部の専任教員枠を一名増員することが承認された。この措置 より、一九九九年四月に早藤
 貴範
 教授が就任し、数学の浅野
 考平
 教授とともに情
報系学科設置の準備に取り掛かった。その過程で、京都大学大学院情報学研究科長をされていた茨木
 俊秀
 教授を学
科設置のリーダーに迎えることを決め、学科の基本構想やカリキュラムの作成、教員人事、 備面で 準備などが進行した。教員人事では、大学関係に限定せず、企業や研究所からも人材を広く採用し 科 特色の一つとし 。　
一九九八年三月二七日の大学評議会に理学部改組転換検
討部会からの答申が提出され、二〇〇一年四月を目途に理学部は神戸三田キャンパスに移転し、次の三学科で構成れる理工学部に改組することが提案された。　
１．物理学科を基礎に、数理科学分野を強化・拡充した
理工学部物理学科
　
入学定員九三人（五〇人＋臨時的
定員枠から恒常的定員化四三人）
　
２．化学科を基礎に、分子生命科学分野を強化・拡充し
た理工学部化学科
　
入学定員九三人（五〇人＋臨時的
定員枠から恒常的定員化四三人）
　
３．理工学部情報工学科
　
入学定員一〇〇人（純増）
　Ⅵ、神戸三田キャンパスへの第一歩
　
―ハイテク・リ
　　
サーチ・センターの開設―
　
理学部の神戸三田キャンパスへの移転と理工学部への改
組・拡充の道が整ってきたことを受けて、神戸三田キャンパスでの新しい建物の建設費用や研究装置購入に対する財政的負担を軽減するため、直野学部長の発案により、理学部実験系教員全員が参加して文部省の私立大学ハイテク・リサーチ・センター整備事業に二つの研究プロジェクトを申請した。　
プロジェクトⅠ
　　
「生体内分子間相互作用の解析」研究代表者
 白濱
 晴
久
 教授他一三名
　
プロジェクトⅡ
理学部の改組・拡充を振り返って
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「原子分子レベルでの物質制御」研究代表者
 寺内
 暉
教授他一〇名
　
研究期間
 一九九七年度～二〇〇一年度（五年間）
　
この申請は一九九七年六月九日に文部省に採択され、理
学部が神戸三田キャンパスへ移転することを前提に、関西学院大学ハイテク・リサーチ・センターが神戸三田キャンパスに建設された。ハイテク・リサーチ・センターは一九九八年三月二七日に竣工し、建物、装置・備品あわせて一〇億円の予算のうち半分は文部省からの補助金でまかなわれた。竣工式に引き続いて、物理学科の五研究室が神戸三田キャンパスに移転し、理学部は二〇〇一年夏の全面移転まで、二つのキャンパスにまたがって教育と研究が行われた。このことは、理学部が神戸三田キャンパスで教育・研究活動を行っ いく上で 問題点をあらかじめ解決していく機会となり、理学部移転後 活動がスムーズに行われる上で有益なものと った。ハイテク・リサーチ・センターは二〇〇一年夏以降、Ⅳ号館 別館として理 部及び理工学部の教 施設とな た。
Ⅶ、理学部改組転換準備部会
　
―移転と改組の準備―
　
一九九八年五月一日の大学評議会において、理学部改組
転換検討部会の答申が受理され、理学部の神戸三田キャンパスへの移転及び学科増設の具体計画を作成するために、大学新構想委員会のもとに 転換準備部会（委員長
 佐野
 直克
 理学部長）が設置された。さらに、
 理学部
の移転・学科増設並びに総合政策学部の学科増設に関わる神戸三田キャン 整備計画が大 第二次中長期（一九九七年度から二〇〇四年度まで）として承認された。　
一九九七年五月二日に大学新構想委員会第一次提案が承
認された以降、理学部の理工学部 改組転換について文部省と事前相談を重ねたが、その過程で、文部省が理学部の理工学部への改組転換を、既存 部廃止・新学 設置の扱いとする可能性が高いことが判明した。既存学部廃止・新学部設置の扱いとなると、設置経費 関係で自己資金の不足が新たな問題となり、当初の計画の実施時期を一部遅らせる必要が生じるこ になる。そ ため 理学部改組転換準備部会委員長の佐野理学部長は文部省と交渉を行い、理学部を神戸三田キャンパスに移転し、理学部のまま学科増設と既設学科の学生定員増を行い、新学科の完成年次以
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降に工学的内容を深めて、工学的要素を含む学部への名称変更を行うことで了解を得ることに成功した。一九九八年七月三日の大学評議会において、 のような理学部改組転換の全体計画 変更が承認され、計画が予定通りに進むことになった。　
さらに、神戸三田キャンパス第二期計画において、神戸
三田キャンパスにおける教育・研究活動や学生生活を支えていくための事務組織をどのようにしていくかの検討 そしてそれに伴って必要となる施設 面積割の基本構想が、予定されていた一九九八年七月末までに確定できなかったことにより、二〇〇 年四月開設の建設計画が二〇〇二年四月に変更 た。このような状況の変化に対応して、一九九八年一〇月二日の大学評議会において、次 よ に計画を変更することが承認され 。　
１．理学部改組転換計画
　　
（１）理学部は、二〇〇二年四月に神戸三田キャンパ
スに移転し、純増可能な情報系学科を増設する。同時に、臨時的定員の恒常的定員化枠を活用し、理学部物理学科及び化学科の収容定員増 行う。
　　
（２）増設する情報系学科の完成年次以降、工学的内
容を深めて、学部名称を工学的要素を含むものに
名称変更する。
　
２．総合政策学部学科増設計画
　　
二〇〇二年四月に、臨時的定員の恒常化的定員枠を
活用し、総合政策学部に一学科増設する。
　
二〇〇二年四月に神戸三田キャンパスに移転することに
なった理学部であるが、検討を重ねる中で、毎年一月から三月は、定期試験、入学試験、卒業研究や修士論文の発表会、卒業式や新年度の入学式の準備など、年度替わりの繁忙期であり、この時期に数多くの実験装置の移動を伴う大規模な移転を行う とは、教育・研究に及ぼす影響が大きいことが懸念された。そのため、一九九九年三月に、移転の時期を二〇〇一年夏季休業中に変更することを決定した。移転は学生生活にも大き 変化をもたらすも であった。特に、年度途中での移転は下宿生 とって 問題があった。上ケ原での住居 度途中で 解約の問題、三田市内での学生用住居の確保や引っ越し ど、諸問題の解決を図っていく必要があった。移転や改組に関する様々な情報を、学生・教職員、さらには受験生 広く広報していくことが決定され　
これから始まる大学新構想の計画を具体的に推進・実現
していくためには、そのため 事務組織の充実 不可欠で
理学部の改組・拡充を振り返って
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あった。そのため、一九九九年一〇月一日から二〇〇二年三月三一日まで 臨時的な暫定組織として、学長室に学部等設置担当課が設置され、長期にわたる文部省への申請手続き、 数多くの実験装置を含む理学部の移転の準備と実行、神戸三田キャンパスにおける図書館や厚生施設など、移転後の教育・研究や学生生活の環境整備 神戸三田キャンパスの事務組織をどうするかなど多く 課題を検討し、解決していった。Ⅷ、四学科体制に向けて
　
―生命科学科の設置―
　
　
理学部の拡充計画はほぼ完成を見たが、理学部学科増
設検討委員会答申に盛り込まれていた生命科学科の設置は、化学科の中に生命科学コースを作る形で進められていた。しかし、一九九九年六月二三日 教授会において、佐野理学部長は文部省との事前相談で得た情報をふまえて、二〇〇二年四月に既存の物理学科、化学科の改編を前提とした生命科学科を設置することを提案した。教授会は、後記する前提条件をもとに、生命科学関係学 の設置に関して具体的な検討をすすめることを学長に要望することを了承した。この要望は大学新構想委員会で協議され 大 評
議会に「理学部改組転換準備部会に、次の前提条件等をもとに、二〇〇二年四月に生命関係学科を設置する具体案を作成することを要請する」という提案を行った。前提条件　
１．理学部移転計画、情報科学科新設計画に影響を及ぼ
さないこと。
　
２．上記計画の建築関係、建設経費（自己資金は除く）
に影響を及ぼさないこと。
　
３．二〇〇二年四月時点での予定教員総数、 生定員も
一切変更しないこと。
　
４．受験生増加につながる計画であること。
　
５．経常費増加 （学科数増の積算のみ増加：約数十万円）
につながらない計画であること。
　
６．近隣住民に理解の得られる研究であること。
　
上記前提条件をクリアするため、理学部は以下 ことを
配慮しなければならない。　
ａ．建築、研究設備等については、すで 物理学科、化
学科仕様で固まりつつありこれを変更しない。
　
ｂ．遺伝子組み替え実験については、現行と同じＰ２レ
ベルまでとし、費用のかさむＰ３レベルの実験は行わない。
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ｃ．ラジオアイソトープ施設設備を用いる実験は、関西
学院大学内で実施しない。
　
ｄ． キリスト教精神に基づいた生命倫理 踏まえた研究・
教育であること。
　
この大学新構想委員会の提案は、一九九九年七月三〇日
の大学評議会に上程され、承認された。　
大学評議会から生命科学科設置の具体案作成を要請され
た時期は、教室、研究室や学生実験室などの建設関係の計画はほとんど固まっており、変更は困難な状況にあった。さらに、各学科に配分される教員数は既に決まってい理学部の学科増設と改組に伴う教員の増員数は、増設学科の情報科学科に一七名、 改組に七名の合計二四名であ た。改組に伴う増員の内訳は、生命科 系に三名、数学系に三名、語学 一名で、化学科生命科学コース 配分される教員数は 既存の生命科学系教員四名と合わせて、 七名であった。大学設置基準では 設置には最小八名の教員が必要とされ、一名分不足した状況にあった。理学部の中で調整が行われたが、物理 科に所属してい 四 の数学教員の理解を得て、物理 科数学コースに配分される予定であった教員数七名のうち一名分を生命科学科 のため回すこととなった。こ ような調整 踏まえて 一九九九
年一一月一〇日の理学部教授会において、生命科学科設置構想が了承された。なお、この決定 対し 物理学科数理科学コースが数学科として独立する場合には、他学科は教員人数について理解と協力をすることが付帯事項とされた。数学の分野は後述するように、二〇〇二年四月から物理学科の中の数学専攻として、 物理学科の枠内ではあるがカリキュラム上は 分野 独立性 高い教育を行うことができる専攻制を導入した。二〇〇九年四月には数理科学科 して独立することになる。　
関西学院では一九四八年四月に新制大学が発足したが、
新制大学の制度として、そ カリキュラムに 般教育科目が設けられ、その中で自然科学関係 科目の履修が卒業の要件とされた。文系中心の関西 院大学では、生物学は学生にとって親しみやすい 目となり、新制大学発足時より小島
 吉雄
 助教授 （後に、 教授） が中心になって担当された。
その後、 物学の教員は三名に増員され、理学部創設までは学長直属教員として生物学の教育と研究活動が行われていた。理学部開設の時に生物学科が設置されても不思議ではな 状況にあった。 生物系の は、 理学部にとって長い間の懸案事項であった 言える。生命 の設置構想は、既存 三名の生命科学の教員によって組み立てら
理学部の改組・拡充を振り返って
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れた構想に、退職教員の後任として二〇〇〇年四月に就任した山崎
 洋
 教授の癌の研究で培われた豊富な経験と知見
が加味されて、国際性に富んだ構想となった。設置申請までの準備期間が短かったことや就任を予定していた教員に直前の辞退者がで りして ずいぶん苦労が多かった。　
生命科学科の設置構想が理学部教授会で承認されたのを
受けて、一九九九年一二月三日の大学評議会において、理学部改組転換の全体計画を次のように変更した。　
１．理学部を二〇〇一年の夏季休暇中に神戸三田キャン
パスへ移転する。
　
２．二〇〇二年四月に
　　
（１）理学部に純増可能な情報系学科を増設する。
　　
（２）
 理学部の恒常的定員枠並びに大学全体の臨時的
定員の恒常的定員化枠を活用し、生命系学科を増設するとともに物理学科、化学科の収容定員増を行う。
　　
（３）情報系学科増設の完成年次以降、工学的内容を
含めて、学部名称を工学部的要素を含むものに変更する。
　
さらに、二〇〇〇年三月二八日の大学評議会において、
理学部を二〇〇二年四月に、物理学科（八六名） 、化 科
（六〇名） 、生命科学科（四〇名） 、情報科学科（一〇〇名）の四学科体制とすることが承認された。Ⅸ、理工学部として出発　
理学部の改組・拡充計画が確定したので、二〇〇〇年度
末の設置申請に向けて文部省と事前相談を重ねて行ったが、二〇〇〇年七月四日 事前相談において　
１．理学部の理工学部への名称変更は、既存学部廃止・
新学部設置の扱いではなく、理学部から理工学部への名称変更の届け出となることが判明した。このことにより、危惧された自己資金が不足するという問題が解消されることになり、学部名称を当初の計画通りに理工学部にしてはどうかという助言を受ける。
　
２． 物理学科のカリキュラムは、 数学コースと物理学コー
スのコース制を計画していたが、それぞれのコースの独立性がより強い、数学専攻と物理学専攻の専攻制するのが相応しいと う助言を受ける。
　
３．学年ごとに履修単位数制限を設けるよう指導を受け
る。
　
文部省は二〇〇一年一月に文部科学省に改変されるが、
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その頃を境として、学部・学科の新設・拡充は原則抑制から規制緩和へ 流れが変わって行った。学部名称の変更も、規制緩和に向かっていく過程で柔軟な取扱いになって行った。　
学部名称については、方針の変更が繰り返されたことも
あり、理学部教授会の中で混乱を見た。しかし、理学部の神戸三田キャンパスへの移転・拡充時にあわせて変更する方が社会により強いインパクトを与えることが期待できさらに、新しい情報科学科が工学的内容の強いものであることも明確になる等の理由により 二〇〇〇年一一月一五日の理学部教授会は、二〇〇二年四月から理学部を理工学部に名称変更することを議決した。そして、二〇〇一年一月二六日の大学評議会で、二〇〇二年度から理 部 理工学部に名称変更することが承認された。　
これで理学部から理工学部への改組・拡充の計画は最終
的に完成し、二〇〇〇年度末に設置認可の申請を文 学省に提出した。情報科学科 設置 ついて 一六月六日に、大 設置・学校法人審議会大学設置分科会による面接審査が実施された。そして、次の通りに文部科学大臣による認可を受けることができた。　
１．二〇〇一年三月三〇日付申請及び届出の理 の理
工学部への名称変更に係わる寄附行為変更認可及び届出は、文 科学大臣より二〇〇一年五月二九日付で認可及び受理される。
　
２．二〇〇一年三月三〇日付申請の理学部生命科学科の
設置認可及び寄附行為変更認可は、文部科学大臣より二〇〇一年五月二九日付で認可される。
　
３．二〇〇一年三月三〇日付申請の理学部物理学科（物
理学専攻、数学専攻） 化学科の収容定員増に係わる学則変更認可は、文部科学大臣より二〇〇一年五月二九日付で認可される。
　
４．二〇〇一年四月 七日付申請の理学部情報科学科の
設置認可及び寄附行為変更認可は、文部科学大臣より二〇〇一年八月一日付で認可される。
　
二〇〇一年八月三日に神戸三田キャンパス第 期整備新
築工事が竣工し、新しい理学部（理工学部）校舎Ⅳ号館が完成した。新校舎では各教員の研究室の面積は、上ケ原時代に比べて基本的に一・三倍になり、校舎は一万平米から二万平米となった。移転前の理学部校舎は研究スペースに余裕がなくなり、実験装置の置き場所を見つけるのに苦労を極めた 、これで狭隘化の問題は緩和さた。この措置は文系学部からは恐らく不満が出たことと思われるが、法人
理学部の改組・拡充を振り返って
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及び大学の理解ある配慮はありがたかった。　
理学部の移転は、数多くの実験装置を含む大掛かりなも
のとなった。 移転業務は島津理化器械株式会社に委託され、二〇〇〇年四月に事前調査が始まった。二〇〇〇年六月二一日の教授会で、理 部の施設委員長を長年経験され渡辺
 泰堂
 教授を引越担当委員長にお願いした。二〇〇一
年四月六日に引越担当委員長、事務担当者、島津理化器械株式会社によるキック・オフ・ミーティングが行われ、これを皮切りに、五研究室がハイテク・リサーチ・センターに移転した時の経験を生かして、周到な準備作 と綿密な移転計画が立てられた。八月三日の竣工式に引き続き、九月末までの二か月間にわ り、連 搬出・搬入の作業が繰り広げられ、理学部の全研究室、全機能は上ケ原キャンパスから神戸三田キャンパスに大過なく移転 た。　
もし移転作業で取り上げることがあるとすれば、理学部
の学部モットーである「愛をもて互 事へよ」の石板 ことである。理学部が創設されたとき、関西学院で理学部ために聖句が募集され、神学部の小林
 信雄
 先生が応募さ
れたこの聖句が採用された。大阪帝国大 名誉教授の古武
 
弥四郎
 博士が筆をとられて石板に刻まれ、理学部校舎の
玄関壁面にはめこまれた。この石板は、理学部が移転する
とき、取り外してⅣ号館の壁面にはめ込む計画であった。しかし、移転作業の忙しさに紛れて失念し、現在はⅣ号館玄関ロビーのショーケース内に展示されている。この聖句は理学部創設時から理工学部に改組した現在でも変わることなく、 生、卒業生、教職員から広く親しまれている。　
理学部の移転は理学部の語学教育にも大きな変革をもた
らした。理学部では発足時より、英語 教科書や参考書が多く使用され、卒業研究では英語の論文を読んだり、英語で論文を書いたり 時に 英語で学会発表する機会もあり、理系特有の英語教育が求められた。英語教員は、早い時期から大学共同研究のプロジェクトに応募するなどして、英語教育に研究を重ねた。一九九六年四月にネイティブ・スピーカーを英語の専任教員に採用し、理系を意識 た理学部独自の英語教育プログラムに取り組んだ。新校舎の建設に際して、ソニーの協力を得てパソコン等のマルチメディアを備えたＬＬＬ教室 設けた。さらに法人の配慮により、英語の専任教員一名枠でネイティブ・スピーカーである契約教員
IE
F
L
二名とカウントできることになった。
二〇〇二年度以降は、設備面の充実と
IE
F
L
制度を活用し
て、自然科学を学ぶものとして ライティング、リーディング、スピーキングの能力およびコミュニケーション能力
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を高めていくカリキュラムを取り入れた。必修の外国語は英語（一二単位）のみとし、五名の
IE
F
L
を採用し、一年
次・二年次週三回の英語授業を実施するようになった。三年次には科学技術英語、科学技術英語実習の選択科目を開講し、科学技術英語実習では夏季休暇中に千刈キャンプ場で一週間 英語のみでの生活を送る実習を実施した。こうした英語カリキュラムへの取り組みが評価され 二〇〇五年度に「理系のためにデザインした英 教育プログ 」として文部科学省 特色ある大 教育支援プログラム（特色ＧＰ）に採択された。　
二〇〇一年一〇月一日に、上ケ原キャンパス及び神戸三
田キャンパス双方のシャトルバス・ロータリーにおい両キャンパスを結ぶシャトルバス 出発式が行われ、シャトルバスの運行が始まった。そして理学部が神戸三田キャンパスで授業を開始した。二〇〇二年三月一六日 、理部チャペルにおいて、関西学院大学新学 開設記念式典が挙行され、引き続いて新学科開設記念パーティーが神戸三田新阪急ホテル（現在の三田ホテル）において開催され 。　
二〇〇二年二月の一般入試において、学科増設に伴い理
工学部志願者総数が四 九七六名となり、理工学部に対する受験生の期待の高 が感じ取れた。そして 二〇〇二年
四月三日の入学式における理工学部入学者数は、物理学科
 
一一三名（物理学専攻
 八二名、数学専攻
 三一名） 、化学
科
 九八名、生命科学科
 四四名、情報科 科
 一六二名の合
計
 四一七名と いずれの学科・専攻もその定員を大きく
上回ることとなり、賑やかな理工学部の出発となった。Ⅹ、終わりに　
理学部が理工学部になって、早いもので一七年が経過す
る。その間に理工学部は拡充を重ね、二〇〇九年四月に物理学科数学専攻が数理科学科として独立 情報科学科は情報科学科と人間システム工学科に分離・拡充、生命は生命 専攻と生命医化学専攻の専攻制に され、六学科、四六〇名となった。そして、二〇一五年四月に九学科、七〇〇名となった 一八歳人口が厳しく減少していく中で、これだけの人数の学生を集めるのは苦労が多いのではないかと想像する。しかし、理 部で学生としてまた教員として過ごした私には、現在の理工 は多様性に富んだ、将来的に大きいポテンシャルを備えた学部に思える。　
一九九八年にハイテク・リサーチ・センターが設置され
て以来、総合政策学部には数多くの協力を頂いた。理工
理学部の改組・拡充を振り返って
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部のカリキュラム作成にあたり、総合政策学部との相互乗り入れ科目を設定する計画や神戸三田キャンパスの運用について、安保
 則夫
 学部長を初めとする執行部の先生方と
何度も会合を持った。移転後は、クリスマスを始めとした大学の行事はすべて両学部合同で行った。Ⅳ号館は入学定員の二八六名に若干の余裕 見た程度の人数を収容することを前提に設計され おり、いわゆる大教室と呼ばれるものはなかった。総合政策学部 校舎も似たようなものであった。そのため、Ⅵ号館が建設されてその中に大教室ができるまで、両学部合同で集まりを持つのに十分な広さの教室はなく、会場はいつも超満員で溢れかえ てい 。キリスト教関係の行事に 、両学部 学生達がいつも音楽を楽しませてくれた。　
理学部は、恵まれた環境の中で教育と研究が行われたと
言える。しかしそれを支えていくための財政面にお は厳しいものがあり、文系学部 理解なしには成り立たな状況にあった。法人や大学の理解もあり そのことが大きく表面化することはなかった。しかし、理学部拡充構想の背景には、教育と研究の観点からだけではなく、スケールメリットを生かして財政状態を少 でも健全なも に改善していきたいという考えがあった。移転を決めた理由 一
つに、神戸三田キャンパスは将来的に拡充ができる場所であることがあげられる。情報科学科と生命科学科の二学科の増設に留まらず、 さらなる学 増設が視野に入っていた。また、工学部的な要素を増やすことによって、外部資金の獲得がよりやり易く るのではないか いう考えも入っていた。財政的基盤を自立したものにすることは、理工学部の発展に不可欠である。拡充 こと よって、財政状況にそ 効果が表れていることを願っている。　
ここで見たように、理学部から理工学部への改組・拡充
の道程には紆余曲折 あり、長い期間を要 。理学部長も桑名
 誉
 教授の頃から出発し、小西
 岳
 教授、直野
 博
光
 教授、佐野
 直克
 教授、そして私へと続いていった。特
に、小西教授と佐野教授は、学部長退任後も副学長このプロジェクトに長く携わられ、そのご苦労には計り知れないものがあった。臨時的定員増の恒常的定員化 助けられた幸運 あった。これがなければ生命科学科の設置はさらに遅くなったと思われる。総合政策学部が設置され時のノウハウが大い 生かさ た 事務部門もその時整備され、大学事務室にあった大学設置の担当の方々には数多くの文部省との 前相談や提出書類の作成など、思い返せば、ずいぶんお世話 なった。二〇〇〇年度 末に 設置
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申請の書類を提出するのに同伴したが、文部科学省の建物の中を、大量の提出書類を台車に乗せて担当部局まで運んだのが昨日のように思える。認可が下りた二〇〇一年五月は、理学部事務室は移転の準備で多忙を極めていた時期である。北山
 雅博
 事務長や重松
 正己
 課長を中心に、事務
室の方々全員が、理工学部へ変わって行くことへの準備に、緊張感と意気込みをもって取り組まれていた姿が今も記憶 新しい。　
理学部の改組と拡充に携わられた多くの方々を思い出
しながら、この小文を書きました。振り返るには不完全、不十分 内容ですが、これで閉じることにします。理工学部の発展を願っています。
